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Ⅰ 市  勢 

１ 概 要 

 

◆ 舞鶴市の沿革 

 

     年 月 日           沿      革 

 

   明治 ２年 ６月２０日 近世の初めから、細川幽斎（藤孝）が築いた城を中 

心に城下町として発展してきた田辺藩は、紀伊の国 

にもあって紛らわしいので、改称するよう太政官の

内々の沙汰により、田辺藩は舞鶴藩と改称 

 

  明治 ４年 ７月１４日 廃藩置県により舞鶴藩は舞鶴県となる 

 

  明治２２年 ４月 １日 町村制実施により西地区の市街地をもって舞鶴町を  

              設置 

 

  明治３５年 ６月 １日 余部村の４地区をもって余部町を施行 

 

  明治３９年 ７月 １日 明治２２年の第４海軍区鎮守府設置（明治３４年開  

              庁）を契機として発展してきた倉梯村と志楽村の一 

              部をもって新舞鶴町を設置 

 

  大正 ８年１１月 １日 余部町が中舞鶴町に改称 

 

  昭和１３年 ８月 １日 隣接５か村を合併の舞鶴町が舞鶴市として市制施行 

               

  昭和１３年 ８月 １日 新舞鶴町、中舞鶴町、倉梯村、与保呂村、志楽村が 

              合併し東舞鶴市として市制施行 

 

  昭和１７年 ８月 １日 東舞鶴市と朝来村等３か村が合併 

 

  昭和１８年 ５月２７日 「舞鶴市」と「東舞鶴市」が合併し、現在の「舞 

 鶴市」が誕生 

 

  昭和３２年 ５月２７日 加佐郡加佐町を舞鶴市へ編入 
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◆ 地名の由来 

    １６世紀の末、天正年間に歌人・武将として有名な細川幽斎（藤孝）とそ 

の子忠興が、鶴の降りたところに城を築いたということから、あるいはその 

城の形が飛んでいる鶴に似ていたということから、城の名を「舞鶴」と呼ぶ 

ようになり、これが地名になったといわれている。 

 

◆ 市制施行    昭和１８年５月２７日 

 

◆ 面  積    ３４２．１３平方キロメートル   ※令和 3 年 4 月 1 日現在 

 

◆ 市  章 

                   周囲の○が「マ」で、中の Y は「イ」を、 

                   同時に図全体が「ツル」をあらわし、鶴 

                   が翼をひろげて舞う姿を表したもの。 

                    （昭和１９年１月２０日制定） 

 

 

 

 

◆ 市 の 木      〈 ケヤキ 〉 

                   市内各所に成育し、雄壮、強健で大地に 

                   しっかり根を張り、力強く空に向かって 

                   成長していく。 

                   （昭和５８年１１月１日制定） 

 

 

 

 

◆ 市 の 花      〈 ツツジ 〉 

                   市民の間で盆栽や植え込みなどに広く親   

                   しまれており、春には郷土の山や街並み

に彩りをそえ、うるおいをもたらしてく

れる。 

                   （昭和５８年１１月１日制定） 
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２ 人 口 

◆ 人口・世帯数の推移（各年１０月１日現在） 

調査年 
人   口 

世帯数 摘 要 
総  数 男 女 

平成２０年 ９０，００１ ４４，８０９ ４５，１９２ ３４，９３２   〃 

平成２１年 ８９，３０１ ４４，４４５ ４４，８５６ ３５，０４７   〃 

平成２２年 ８８，６６９ ４４，３４７ ４４，３２２ ３５，５０４ 国勢調査 

平成２３年 ８７，７７８ ４３，８５７ ４３，９２１ ３５，３２９ 推計人口 

平成２４年 ８６，８５９ ４３，３５１ ４３，５０８ ３５，１３９ 〃 

平成２５年 ８６，０１１ ４２，９４９ ４３，０６２ ３５，１１１ 〃 

平成２６年 ８５，０５３ ４２，５１６ ４２，５３７ ３４，９８９ 〃 

平成２７年 ８３，９９０ ４１，６９４ ４２，２９６ ３４，７０９ 国勢調査 

平成２８年 ８２，８９６ ４１，１４４ ４１，７５２ ３４，６２７ 推計人口 

平成２９年 ８１，８０８ ４０，５５３ ４１，２５５ ３４，４６３ 〃 

平成３０年 ８０，７２１ ３９，９５７ ４０，７６４ ３４，３６０ 〃 

令和元年 ７９，８８６ ３９，７３４ ４０，１５２ ３４，４２０ 〃 

令和２年 ８０，３３６ ４０，２４４ ４０，０９２ ３５，１８８ 国勢調査 

令和３年 ７９，０２０ ３９，５１３ ３９，５０７ ３４，８３８ 推計人口 

令和４年 ７７，９４４ ３９，０６３ ３８，８８１ ３４，５０９ 推計人口 

 

令和５年 

４月１日 
７６，８９８ ３８，５４２ ３８，３５６ ３４，２１３ 推計人口 

             

◆ 産業別人口（令和２年国勢調査） 

区  分 就業人口 割  合 

第 １ 次 産 業       １，３１０人 ３．５％ 

第 ２ 次 産 業       ８，３６３人 ２２．３％ 

第 ３ 次 産 業       ２６，９６４人 ７１．７％ 

分 類 不 能       ９４８人 ２．５％ 

合  計 ３７，５８５人 １００．０％ 
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◆ 年齢区分別人口（令和５年４月１日現在 住民基本台帳による） 

年齢区分 人  口 

 

年齢区分 人  口 

 

年齢区分 人  口 

0～ 4 歳 ２，５９９ 35～39 歳 ３，８６９ 70～74 歳 ６，２４２ 

5～ 9 歳 ３，１５３ 40～44 歳 ４，４０６ 75～79 歳 ５，２１０ 

10～14 歳 ３，４７０ 45～49 歳 ５，６９５ 80～84 歳 ４，０１１ 

15～19 歳 ３，７３３ 50～54 歳 ５，６１５ 85～89 歳 ２，９８１ 

20～24 歳 ３，７１７ 55～59 歳 ４，６３１ 90～94 歳 １，５８５ 

25～29 歳 ３，３２４ 60～64 歳 ４，５２４ 95～99 歳 ５４５ 

30～34 歳 ３，３７８ 65～69 歳 ４，４４４ 100 歳以上 ９０ 

 

◆ 舞鶴市の一日 １０年前との比較  

                      令和４年版舞鶴市統計表最新数値 

                         （ ）内は 10 年前の数値 

 

出 生 

 
 

１．４人 

（２．１人） 

 

 

死 亡 

 
 

３．３人 

（３．１人） 

 

 

結 婚 

 
０．８組 

（１．１組） 

 

 

転 入 

 
 １０．０人 

（８．９人） 

 

 

転 出 

 
１０．９人 

（１０．４人） 

 

 

離 婚 

 
０．３組 

（０．５組） 

 

 

上水道給水量 

 
  ２８，３４７．９㎥ 

（３２，３４３㎥） 

 

 

可燃ごみ収集量 

 
４４．２㌧ 

（６７．８㌧） 

 

 

不燃ごみ排出量 

 
  １０．７㌧ 

（１０．０㌧） 
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３ 予 算 

◆ 令和５年度当初予算 

 一 般 会 計           ３６，７９３，４７０千円 

特別会計 （５会計）   １７，９１６，２６０千円 

 公営企業会計(３会計）   １１，３１８，３７０千円 

   合    計   ６６，０２８，１００千円 

 

◆ 一般会計当初予算歳入内訳 

自

主

財

源 

市 税  １１，４６６，３００ 千円 ３１.２％ 

分 担 金 及 び 負 担 金      ４３，６９０ 千円 ０．１％ 

使 用 料 及 び 手 数 料     ６８６，４７０ 千円 １．９％ 

財 産 収 入     １１０，１２５ 千円 ０．３％ 

寄 付 金     ３３９，３９４ 千円 ０．９％ 

繰 入 金    １，２０９，９７１ 千円 ３．３％ 

繰 越 金           １ 千円 ０．０％ 

諸 収 入   １，２３５，６６７ 千円 ３．４％ 

計 １５，０９１，６１８ 千円 ４１．１％ 

依

存

財

源 

地 方 譲 与 税     ３３３，０００ 千円 ０．９％ 

利 子 割 交 付 金       ４，３００ 千円 ０．０％ 

配 当 割 交 付 金     １０４，１００ 千円 ０．３％ 

株式等譲渡所得割交付金      ６８，２００ 千円 ０．２％ 

法 人 事 業 税 交 付 金 １９２，０００ 千円 ０．５％ 

地 方 消 費 税 交 付 金   １，９５１，２００ 千円 ５．３％ 

環 境 性 能 交 付 金 ４０，５００ 千円 ０．１％ 

ゴルフ場利用税交付金       ５，５００ 千円 ０．０％ 

自 動 車 取 得 税 交 付 金 １ 千円 ０．０％ 

国有提供施設等所在市町村助成交付金     １３８，０００ 千円 ０．４％ 

地 方 特 例 交 付 金      ７５，３００ 千円 ０．２％ 

地 方 交 付 税   ７，０１２，０００ 千円 １９．０％ 

交通安全対策特別交付金       ８，６００ 千円 ０．０％ 

国 庫 支 出 金   ６，３５５，４１６ 千円 １７．３％ 

府 支 出 金   ３，１５９，７３５ 千円 ８．６％ 

市 債   ２，２５４，０００ 千円 ６．１％ 

計  ２１，７０１，５８２ 千円 ５８．９％ 

合      計  ３６，７９３，４７０ 千円 
１００．

０％ 
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◆ 一般会計当初予算性質別歳出内訳 

区    分 予  算  額 構 成 比 

義

務

的

経

費 

人 件 費   ６，７３７，８７７ 千円 １８．３％ 

扶 助 費   ８，２００，１６７ 千円 ２２．３％ 

公 債 費   ３，７２６，８７０ 千円 １０．１％ 

小   計  １８，６６４，９１４ 千円 ５０．７％ 

そ

の

他 

物 件 費   ５，７３７，４１９ 千円 １５．６％ 

維 持 補 修 費     ２６１，５９４ 千円 ０．７％ 

補 助 費 等   ３，３７０，１６４ 千円 ９．２％ 

積 立 金      ８３，７２８ 千円 ０．３％ 

投資及び出資貸付金      ７０２，３５５ 千円 １．９％ 

繰 出 金   ３，４６３，５２３ 千円 ９．４％ 

予 備 費      １０，０００ 千円 ０．０％ 

小   計  １３，６２８，７８３ 千円 ３７．１％ 

投

資

的

経

費 

普 通 建 設 事 業 費   ４，４９９，７７３ 千円 １２．２％ 

災 害 復 旧 事 業 費 ―  ― 

小   計   ４，４９９，７７３ 千円  １２．２％ 

合     計  ３６，７９３，４７０ 千円 １００．０％ 
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◆ 一般会計当初予算目的別歳出内訳 

区    分 予  算  額 構 成 比 

 １ 議 会 費             ３１３，７６０ 千円   ０．９％ 

 ２ 総 務 費           ４，８３４，６４０ 千円 １３．１％ 

 ３ 民 生 費         １２，７８１，０８０ 千円  ３４．７％ 

 ４ 衛 生 費           ４，０９０，４５０ 千円 １１．１％ 

 ５ 労 働 費              ７２，７７０ 千円   ０．２％ 

 ６ 農 林 水 産 費               ８４８，１８０ 千円   ２．３％ 

 ７ 商 工 費             ９１７，０７０ 千円   ２．５％ 

 ８ 土 木 費           ４，００１，０７０ 千円  １０．９％ 

 ９ 消 防 費           １，４１５，４９０ 千円   ３．９％ 

１０ 教 育 費           ３，７８２，０９０ 千円  １０．３％ 

１１ 公 債 費           ３，７２６，８７０ 千円 １０．１％ 

１２ 予 備 費              １０，０００ 千円   ０．０％ 

１３ 災 害 復 旧 費 ０ 千円   ０．０％ 

合     計  ３６，７９３，４７０ 千円 １００．０％ 

 

◆ 財政力指数等 

                  （令和４年度決算） 

① 財 政 力 指 数          ０．６４０ 

② 経 常 収 支 比 率          ９４．２％ 

③ 実 質 公 債 費 比 率 １３．１％ 

④ 将 来 負 担 比 率 ７８．５％  

 

 



8 
 

◆ 特別会計当初予算 

特 別 会 計 区 分              予 算 額              

国 民 健 康 保 険 事 業                 ７，１１３，３１０ 千円 

貯 木 事 業                     ２，０００ 千円 

駐 車 場 事 業                    ２４，３７０ 千円 

介 護 保 険 事 業                 ９，２４７，２５０ 千円 

後 期 高 齢 者 医 療 事 業    １，５２９，３３０ 千円  

合      計 １７，９１６，２６０ 千円  

 

◆ 公営企業会計当初予算 

公 営 企 業 会 計 区 分              予 算 額              

水 道 事 業                 ３，４９２，４００ 千円 

下 水 道 事 業                 ６，７０３，１５０ 千円 

病 院 事 業                 １，１２２，８２０ 千円 

合      計   １１，３１８，３７０ 千円 

  

 

４ 職 員 

◆ 職員数（令和５年４月１日現在）    ７５１人 
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Ⅱ 議 会 

 

１ 議 員 

◆ 議員数（令和５年４月１日現在） 

条 例 定 数         ２５ 人 

現 員 数         ２５ 人 

  ※ 舞鶴市議会議員の定数減少条例（昭和 62 年９月 24 日舞鶴市条例第 19 号） 

  ・平成２年１１月１８日執行の一般選挙から３６人を３２人に（４人の減少） 

・平成１４年１１月１７日執行の一般選挙から３２人を３０人に（２人の減 

少） 

 ※ 舞鶴市議会議員定数条例（平成 14 年 12 月 27 日舞鶴市条例第 27 号） 

  ・定数は３０人とし、平成１５年１月１日以降初めてその期日を告示される

一般選挙から施行、舞鶴市議会議員の定数減少条例は廃止 

 ・平成１８年１１月１９日執行の一般選挙から定数は３０人 

 ・平成２２年１１月１４日執行の一般選挙から定数は２８人 

 ・平成３０年１１月１８日執行の一般選挙から定数は２６人 

   ・令和４年１１月２０日執行の一般選挙から定数は２５人  

   

◆ 現議員の任期   

令和４年１２月５日から令和８年１２月４日まで 

 

◆ 会派・党派別議員数（令和５年４月１日現在） 

          党 派 

 

 会 派 

自 

 

民 

公 

 

明 

共 

 

産 

維 

 

新 

無 

所 

属 

 

計 

自民党鶴政クラブ議員団 ５    ２   ７ 

新 政 ク ラ ブ 議 員 団 １    ５   ６ 

公 明 党 議 員 団  ４      ４ 

日 本 共 産 党 議 員 団   ３     ３ 

市民クラブ舞鶴議員団    ２ １ ３ 

  会派に所属しない議員     ２ ２ 

計 ６ ４ ３ ２ １０  ２５ 
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◆ 男女別議員数（令和５年４月１日現在） 

男 女 

２０人 ５人 

 

◆ 当選回数別議員数（令和５年４月１日現在） 

当選回数 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 

議 員 数 ４人 ５人 ５人 ３人 ３人 ３人 １人 ０人 １人 

 

◆ 年齢階層別議員数（令和５年４月１日現在） 

年齢階層区分 議 員 数 年齢階層区分 議 員 数 

２５～２９歳 ０ 人 ５０～５４歳 ２ 人 

３０～３４歳 １ 人 ５５～５９歳 ２ 人 

３５～３９歳 ０ 人 ６０～６４歳 ５ 人 

４０～４４歳 １ 人 ６５～６９歳 ５ 人 

４５～４９歳 ２ 人 ７０歳～ ７ 人 

 

    平 均 年 齢        ６１歳９月 

    最 年 少        ３１歳７月 

    最 年 長        ８２歳２月 
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２ 委員会等 

◆ 常任委員会（令和５年４月１日現在） 

名称 委員定数 所   管   事   項 

総務消防委員会 ６人 

・市長公室、政策推進部、総務部、会計管理者

及び消防の所管に属する事項並びにそれに

関連する事項 

・他の常任委員会に属しない事項 

産業建設委員会 ６人 
・産業振興部、建設部及び上下水道部の所管に

属する事項並びにそれに関連する事項 

福祉健康委員会 

 

６人 

 

・福祉部、健康・子ども部（健康、保健衛生及

び地域医療に関することに限る）及び市立舞

鶴市民病院の所管に属する事項並びにそれ

に関連する事項 

市民文教委員会 ６人 

・市民文化環境部、健康・子ども部（子育ての

支援、保育及び幼児教育に関することに限

る）及び教育委員会の所管に属する事項並び

にそれに関連する事項 

予算決算委員会 ２４人 ・予算及び決算に関する事項 

 

◆ 特別委員会（令和５年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

名称 委員定数 設置目的 

原子力防災・安全等 
特 別 委 員 会 ７人 

関西電力高浜発電所等に係る原子力防災及

び安全性について、調査研究及び審査を行

う。 

第７次舞鶴市総合計

画・後期実行計画に関

する調査特別委員会 
２４人 

第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画に 
関する調査を行う。 
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◆ 議会運営委員会 

  ・任     期  １年 

  ・定     数  １０人以内（現員数７人） 

  ・委 員 構 成  ３人以上の所属議員を有する会派ごとに、その所属議員

数を３で除して得た数（端数は四捨五入）の議員で構成 

  ・所 管 事 項  (1) 議会の運営に関する事項  

                  (2) 議会の会議規則、委員会条例等に関する事項  

                  (3) 議長の諮問に関する事項 

   ・協 議 事 項  議員協議会（全議員出席）で周知の定例会・臨時会の運 

営等 

 

◆ 議員協議会 

・開  催  日  定例会初日及び最終の本会議に先立ち開催 

            その他、原則として毎月２１日に定例開催（定例会の開 

催月を除く） 

  ・協 議 事 項  議会及び市政の諸問題その他必要な事項についての協議

又は調整 

  ・構  成  員  全議員 

 

◆ 広報会議 

・所 掌 事 項  議会報の編集、ＦＭまいづるを活用した議会の情報発信

のほか議会の広報に関する事項の協議又は調整 

・任     期  １年 

・委 員 構 成  副議長及び各会派代表者で構成 

・部 会 設 置  広報会議に「議会報編集部会」及び「ＦＭ放送部会」を置

く 
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３ 質問・審査等 

◆ 代表質問・一般質問（代表質問は３月定例会、９月定例会のみ行う。） 

  ・通告締切  開会日の本会議が終了した日の翌日から起算して２日後の正午 

  ・質問、答弁方式  

「一括質問・答弁方式（分割方式を含む。）」又は「一問一答方式」のいずれ

かを選択 

  ・発言回数  ３回まで（一問一答方式は制限なし） 

  ・発言時間   

答弁を除き、代表質問にあっては、１会派につき３５分を割り当て、３人を

超える１人当たりにつき５分を追加した時間とし、一般質問にあたっては、１

人４０分 

  ・発 言 順      改選時に決定した順に会派による輪番 

  ・質問答弁の場所 

一括

方式 

一括方式 
質    問 

１回目 演壇 
２回目以降 発言席 

答    弁 
１回目 演壇 
２回目以降 執行機関側の自席 

分割方式 
質   問 

１回目 ※ 演壇 
２回目以降 発言席 

答   弁 
１回目 ※ 演壇 
２回目以降 執行機関側の自席 

一問一答方式 
質   問 １回目から 発言席 
答   弁 １回目から 執行機関側の自席 

   ※次の議題の質問・答弁の場合を含む。 
 

◆ 質  疑 

  ・通告締切  開会日の本会議が終了した日の翌日から起算して２日後の正午  

  ・発言回数  同一会派に属する議員による関連質疑を含め３回まで 

  ・発言時間  質疑、答弁を含め２０分以内 

  ・発 言 順      先質疑者と後質疑者の質疑内容ができるだけ重複しないよう配  

         慮して議長が決定 

  ・発言場所  質疑は自席から行い、答弁は議員は登壇、執行機関は自席 
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◆ 議案審査 

［予算・決算に係る議案］ 
  ・本会議     提出された議案の説明、質疑の後、予算決算委員会に付託さ

れる。 
  ・理事会(１回目)  予算決算委員会の開催を省略し、付託された議案を所管の

分科会へ送付する。 
  ・分科会     各所管の議案に対する質疑を行い、１議案ごとに賛否の意

思表明を行うことができる。 
  ・理事会(２回目)  総括質疑の通告内容について審査する。 

・予算決算委員会 総括質疑（答弁を含めて２０分以内）の後、討論・採決を行

う。 
  ・本会議(最終日)  予算決算委員会委員長報告の後、質疑、討論を経て採決す

る。 
［予算・決算を除く議案］ 

  ・本会議     提出された議案の説明、質疑の後、所管の常任委員会に付託

する。 
  ・常任委員会   予算・決算以外の議案については、所管の常任委員会におい

て、質疑・答弁の後、討論・採決を行う。 
  ・本会議(最終日)  各常任委員会委員長報告の後、質疑、討論を経て採決する。 

 

◆ 請願審査 

  ・提出期限    ２日目本会議の３日前の午後５時までに受理した請願を当

該定例会で審査する。それ以後に受理した請願は次期定例会

で審査する。 

  ・審査方法    本会議の２日目に上程し、所管の委員会に付託し、審査す

る。最終本会議で委員長報告の後、質疑、討論を経て採決する。 

 

◆ 陳情の取り扱い 

受理した陳情書は、その都度写し（原文複写）を全議員に配付する。 

 

◆ 押しボタン式投票システムによる表決 

議案の採決については原則として押しボタン式投票により行い、議案に対する

議員の賛否結果を、市議会ホームページ、議会報で公開する。 
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Ⅲ  議 会 活 動             
（令和４年１月１日～令和４年１２月３１日） 

 

１ 本会議開催状況 

会 議 区 分       会       期 本会議開催日数 

３ 月 定 例 会 ２月２４日～３月２８日（３３日間）    ５日 

６ 月 定 例 会 ６月２日～６月２９日（２８日間）     ５日 

９ 月 定 例 会 ９月２日～１０月６日（３５日間）    ５日 

１２月定例会 １２月５日～１２月２７日（２３日間）    ５日 

合  計  １１９日間 ２０日 

 

２ 委員会等開催状況 

◆ 常任委員会（委員会協議会を含む。） 

委 員 会 名        開 催 状 況        

総 務 消 防 委 員 会 １２回 

産 業 建 設 委 員 会  １３回 

福 祉 健 康 委 員 会  １１回 

市 民 文 教 委 員 会  １２回 

予 算 決 算 委 員 会  ９回 

   

◆ 予算決算委員会理事会 

会 議 名         開 催 状 況       

 予算決算委員会理事会 ３回 
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◆ 予算決算委員会分科会 

分 科 会 名 開 催 状 況 

総 務 消 防 分 科 会  ６回 

産 業 建 設 分 科 会  ７回 

福 祉 健 康 分 科 会  ７回 

市 民 文 教 分 科 会  ７回 

   

◆ 議会運営委員会 

会 議 名         開 催 状 況       

議会運営委員会         ２７回 

 

◆ 特別委員会 

委 員 会 名           設置期間 開催状況 

原子力防災・安全等特別委員会 平成３０年１２月１４日から  ７回 

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 
令和２年４月３０日から 

令和４年１２月４日まで 
 ４回 

第７次舞鶴市総合計画後期実行計画に関す

る調査特別委員会 
令和４年１２月１６日から  ２回 

 

◆ 協議・調整の場 

会 議 名         開 催 状 況       

議 員 協 議 会         ９回 

広 報 会 議    ５回 

 議会報編集部会   １３回 

ＦＭ放送部会   １０回 

 

 

 



17 
 

 

 

◆ 諸会議 

会 議 名         開 催 状 況       

各 派 幹 事 会         １５回 

各 派 幹 事 長 会         １１回 

 

◆ 市民と議会のわがまちトーク(意見交換会) 

委 員 会 名 テ  ー  マ 参 加 者 

総 務 消 防 委 員 会 
公共交通を維持していくために 

何が必要か 
２４人 

産 業 建 設 委 員 会 
農業の担い手確保について 

～もうかる農業にするためには～ 
２５人 

福 祉 健 康 委 員 会 
高齢者の自立と生活支援サービスの 

充実について 
２４人 

市 民 文 教 委 員 会 
家庭教育を支える仕組みづくりに 

ついて 
２８人 
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３ 付議件数及び議案議決状況 

 

◆ 付議件数 

 市 長 提 出 議 員 提 出 
請 

 

願 

計 
予 

 

算 

決 

 

算 

条 

 

例 

契 

 

約 

財 

 

産 

専 

 

決 

人 

 

事 

そ

の

他 

  

計 

条 

 

例 

規 

 

則 

意

見

書 

決 

 

議 

そ

の

他 

   

計 

３ 月 定 例 会       13  16     1 30 1   1  2  32  

６ 月 定 例 会       3  3   2 1 1 10   1   1  11 

９ 月 定 例 会       5 9 3    1  18 1    1 2 1 21 

１２月定例会 4  5    3 5 17 1    2 3  20 

合  計 25 9 27   2 5 7 75 3  1 1 3 8 1 84 

（注）選挙及び辞職許可、常任委員会・議会運営委員会・特別委員会の選任及び辞 

任許可、閉会中の継続審査、議案訂正、請願取り下げの件については、件数に 

算入していない。選挙管理委員の選挙は、議長提案としている。 

 

◆ 議案議決状況 

会 議 名       可決 修正 否決 認定 承認 同意 不同意 採択 不採択 その他 合計 

３ 月 定 例 会       32          32 

６ 月 定 例 会       9    2      11 

９ 月 定 例 会       10   7  1   1 2 21 

１２月定例会 18     2     20 

合  計 69   7 2 3   1 2 84 

※９月定例会のその他は、「認定及び可決」。 
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４ 請願・陳情 

 

◆ 請願の議決状況（令和４年）  

受理 

番号 

受 理 

年月日 
件    名 提 出 者 

付 託 

委員会 

議決年月日 

議決結果 

１ 4.9.8 

長引く新型コロナ禍

と物価高騰から市民

生活を守るための緊

急請願 

舞鶴地方労働組合協

議会  
議長 三宅 匡ほか

２名 

令和 4 年

請第 1 号

に関する

審査特別

委員会 

4.10.6 

不採択 

 

◆ 陳情の受理状況（令和４年）   ９件 

 

５ 決議・意見書 

◆ 意見書の議決状況（令和４年） 

受理 

番号 
件    名 

議 決     

年 月 日     

１ 電力の安定供給を求める意見書 
4.6.29 

可決 

 

 

◆ 決議の議決状況（令和４年） 

受理 

番号 
件    名 

議 決     

年 月 日     

１ ロシアによるウクライナへの侵略を非難する決議 
4.3.9 
可決 
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Ⅳ 議会報・ホームページ・会議録等 

１ 議会報 

◆ 名  称  まいづる市議会だより 

◆ 創  刊  昭和６２年４月 

◆ 発行時期  最終本会議の日から起算して１ヵ月以内の日 

◆ 発行回数  年５回（各定例会号＋新年号） 

◆ 体  裁  定例会号 Ａ４判  ２０ページ ２色刷 表裏フルカラー 

       新年号  タブロイド判  ２ページ フルカラー 

◆ 作成部数  ２２，６００部 

◆ 配布方法  新聞折り込み、タブレット・スマートフォン用アプリ「マチイロ」、 

ホームページに掲載 

◆ 経  費  ２，７９６千円（令和５年度当初予算） 

◆ 議会報編集部会  副議長を部会長に会派の代表者で構成…委員数６人 

◆ 編  集  原稿は発言者が作成、編集委員は紙面割り付け等を行う。 

        代表質問・一般質問、討論は会派名及び発言者名を掲載する。 

 

 

２ ホームページ 

◆ 開  設  平成１４年３月 

◆ 掲載内容  議会日程、議案、議決結果、議案に対する議員の賛否結果、傍聴、 

請願・陳情、議会の概要や委員会構成、議員紹介、議員名簿（委員

会、会派）、市議会だより、本会議の中継及び録画配信、議長交際

費、政務活動費、議会活性化の取り組み、視察受入状況など 
◆ 更新日程  随時更新 

◆ U  R  L   https://www.city.maizuru.kyoto.jp/sigikai/ 
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３ インターネット中継 

◆ 開  設  平成２２年６月 
◆ 配信内容  本会議及び委員会の中継及び録画 
◆ 配信日程  ライブ中継及び録画配信 
◆ Ｕ Ｒ Ｌ   

ライブ中継 
http://msvwcam1.city.maizuru.kyoto.jp/player/player.html?stream=livestream&liveflg=1 

 

４ ＦＭ放送 

◆ 実施内容  「ＦＭまいづる」に毎月１回、議員がゲスト出演し、市議会の仕 
組みや活動状況などの議会情報を発信 

 

５ 会議録 

◆ 本会議 

・ 記  録  全文記録 

・ 記録方法  ＩＣレコーダー・反訳・印刷・製本 

・ 作成部数  １３部 

・  配 付 先      執行部局、市立図書館、情報公開コーナー等 

・ 作成期日  次期定例会の初日に配付 

 

◆ 委員会 

・ 記  録  全文記録 

・ 記録方法  ＩＣレコーダー・反訳・印刷・製本 

・ 配 付 先      執行部局、情報公開コーナー 

 

◆ 幹事会等 

・ 記  録  要約記録 

 

６ 会議録検索システム 

◆ 運用方法及びデータの対象範囲 

  ・ インターネット（平成１５年３月から運用） 

     本会議は平成６年１２月以降、委員会は平成１２年４月以降の開催分 
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Ⅴ  報酬・費用弁償等             

１ 報 酬 

区 分 報 酬 月 額 改 定 年 月 日        

議   長    ５７０，０００ 円 平成８年６月２６日 

副 議 長    ４８０，０００ 円 〃 

議   員    ４４０，０００ 円 〃 

市   長 ９４９，０００ 円 平成３０年４月１日 

副 市 長    ７８１，０００ 円 〃 

教 育 長    ６８８，０００ 円 〃 

 

改定前：市長（1,020,000 円）、副市長（840,000 円）、教育長（740,000 円） 

 

※市長・副市長・教育長の給与は、一般職（職務の級が 6 級以上の者に限

る。）の給料の減額措置に準じて、期間を明記の上、減額措置を実施。 

      

２ 旅 費 

◆ 日  当    廃 止 

◆ 宿 泊 費       １４，０００円（宿泊地等による区分なし） 

 

３ 費用弁償等 

◆ 費用弁償 

   本会議、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会、議員協議会、広報会議、

議会報編集部会、FM 部会に出席した場合、居住地から招集地までの往復の路程

に応じて１キロメートルにつき２５円（委員外議員を除く。） 

 

◆ 政務活動費 

   １人当たり年額２６０，０００円を会派に支給 
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Ⅵ  議 会 事 務 局             

 

◆ 職員数 

       条例定数８人 現員数７人（ほか業務支援職員２人） 

                              総務係（２） 

                           

 

    局長（１）      総務課長（１）          議事係（２） 

                

                                        

                              調査係（１） 

                             

◆ 行政視察の受入状況（令和４年度） 

受入団体数 
         受 入 人 数     〔人〕 

議員 理事者 事務局 合計 

１５団体 １１８ ０ ４６ １６４ 
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Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 
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舞鶴市議会の概要 

（令和５年版） 

   発行 舞鶴市議会事務局 

〒625-8555 舞鶴市字北吸１０４４番地 

   TEL ０７７３－６６－１０６０ 

   FAX ０７７３－６２－７６６６ 

 


